
 

学校法人 奈良カトリック学園 

認定こども園 奈良カトリック幼稚園 

２０２０年度 自己評価 結果 

教育・保育理念 

 自ら学び、自ら育てる力を育む 

教育・保育目標 

 自分を大切にできる子ども 

 みんなを大切にできる子ども 

 自分で考え、行動できる子ども 

教育・保育方針 

 互いに愛し合う心を育てる 

キリスト教、カトリックの教えに基づき、祈りを通して感謝する心、互いに愛する心、尊敬し合う心を育

て、一人ひとりを大切にする宗教教育 

 整えられた環境の中で、個性を大切にし、豊かな創造性・自主性・知性を育てる 

かけがえのない人格を持った子どもたちが、整えられた環境の中で、自分の能力、興味や関心によって、

作業を選択し、自分のペースで活動することで達成感を味わい、自己形成ができるモンテッソーリ教育 

年齢別 教育・保育目標 

５歳児 

・生活に主体的にかかわろうとする 

・友だちと協力したり、考えたりしながら、様々なことに挑戦し、自信を獲得していく 

・生きもの、食べものを大切にする 

 

４歳児 

・基本的生活習慣を身につけ、自分で考えながら行動する 

・保育教諭や友だちとのかかわりを深め、友だちの気持ちに気付き、集団で行動できるようにする 

 

３歳児 

・保育教諭や友だちと遊ぶ中で、自分のしたいこと、言いたいことを言葉や行動で表現する 

・食事、排せつ、衣服の着脱などの基本的生活習慣が身につき、ほぼ自立できるようになる 

・遊びや活動を通してルールやマナーを知り、守ろうとする 

 

２歳児 

・保育教諭との安定したかかわりの中で、基本的生活習慣を身につけ、友だちと一緒に遊ぶ楽しさを知る 

・遊びを通して、のびのびと体を動かし、丈夫な体づくりをする 

 

 

 



本年度の重点目標・計画 

教育内容に関して 

 自立し、安心して過ごす中で、友だちとのかかわりを通して、思いやりの心を育む 

 モンテッソーリ教育の充実 

 宗教教育の充実 

 ２歳児保育の充実 

 預かり保育の充実（保育者の目が行き届いた保育環境） 

 保護者とのつながり、信頼を深める 

 

評価項目の達成及び取り組み  

 
評価項目 取り組み内容 保護者・アンケート結果  教師・自己評価  理由 

評価 

（Ａ～Ｄ）

 

 

 

 

 

 

 

１ 

教育方針・目標 ・教育方針・目標は、園の特色を生

かしたものとなっているか。 

保護者 ・子どもたちが主となり生活し、その時期、その

個人に応じた自分らしさ、良いところを伸ばす

よう配慮されていた。 

・幼児が、伸び伸びと生活する中にも、教育的意

図が生かされていた。 

・モンテッソーリ教育の特色が保育の端々に見ら

れなかった。 

 

教師  ・カトリック精神による宗教教育が本園の最も重

要な教育方針であり、本園を選び、入園させて

くださる保護者のみなさんからは、おおむね、

理解いただいている結果が表われていると思

われる。また、もう一つの教育の柱である、モ

ンテッソーリ教育については、日々の生活の中

から、子どもたちを通して保護者の方に伝わる

ような教育・保育を心がけていく努力をしてい

く。 

    ・職員が研修、自己研鑽に努められる体制を作っ

ていき、モンテッソーリ教育、保育を充実させ

る努力をしていく。 

    ・子どもたちがゆっくりと自主自立できる

よ う カ リ キ ュ ラ ム の 見 直 し を 行 っ て

いく。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

情報の発信と受信 ・保育者との対話、連絡などコミュ

ニケーションを図り、問題が生

じたときはクラスに関係なく全

職員で対応するなど安心して預

けられる環境をつくっている

か。 

保護者 ・担任以外の保育者から声をかけられたり、対応

してもらって安心できた。 

    ・園児数増加により、保育者と会話の回数が減っ

たように思われる。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 



 

 

２ 

・保護者への連絡、保護者からの伝

達などミスや遅れがないよう確

実に行い、提出物の処理、事務処

理をスムーズに行えているか。 

教師  ・日々の子どもの様子は連絡帳を通して、又、学

期ごとの懇談会や「ホームルームだより」等に

よって、担任は保護者と密接に連絡を取り合っ

ている姿が一定、評価されていると思われる。

今後も保護者のあらゆる願いに応えられるよ

う、努力していく。 

 

Ａ 

 

 

 

 

３ 

指導計画の作成と評価 ・個々の行事について、幼児の発達

を考えながら実施し、子どもの

実態やねらい等について教職員

と話し合い、見直しを行えてい

るか。 

・業務がより効率的にできるよう

係活動行事、環境構成など余裕

を持って計画し、能率よく機敏

に作業を進めることができてい

るか。 

保護者 ・行事など、連携が図られ、スムーズな進行がで

きていた。 

    ・行事一つひとつの質をもう少し高めてほしい。

 

教師  ・常に子ども視点で一つひとつの行事を考え、取

り組んだことにより、子ども、保護者、保育者

ともに満足のいくものとなった。 

    ・教材研究、研修を積み、保育の質を高め、保育

の中で子どもに返していけるようにしていきた

い。 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

４ 

教職員同士の協力・連携 ・保育者間の連携を十分に図り、保

育の在り方を考え、教材研究、実

践研究、新任教員への指導など

に努めているか。 

・幼児のことについて常に保育者

間で話し合い、クラス、学年を超

えて情報を共有しているか。 

保護者 ・保育者間の連携はよく図られていた。 

    ・教師間でのフォロー体制がしっかりとできてい

た。 

 

教師  ・毎日の振り返りや、ミーティング、園内研修等

で、格差のない保育を心掛けていきたい。 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

５ 

教育環境の構成 

幼児のみとりと理解 

・全保育者が即座に生かせる感性、

保育技術を高め、子どもたちが

楽しく生活したり、学んだり、育

ちあったりできるあたたかい環

境をつくり、人とかかわる力が

育つような配慮をしているか。 

・幼児の話をよく聞いたり、言葉に

ならない思いやサインを受け止

めるよう努めているか。 

保護者 ・３・４・５歳児の縦割りクラス編成により、助

けあったり、教えあったり、育ちあう姿が見ら

れた。 

    ・幼稚園に行き出し、集団生活の中で譲ったり、

相手を待てたりといった育ちがたくさん見られ

るようになった。    

 

教師  ・保護者のみなさんからは一定、信頼されている

ように受け取れるが、保育者はどのような場合

にも子どもと向き合うときは、１対１の関係を

保つように努力をし、一人ひとりにあった対応、

保育を心がけていきたい。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

地域との連携 

子育て支援 

・小学校との連携交流、園外の施設

との交流などにより、人の温か

さや、心配り、大きくなることの

意味を感じる活動に取り組めて

いたか。 

保護者 ・園外に出かけることにより、いろいろな立場の

人と出会い、社会ができていること学べる機会

を増やしてほしい。特別支援教育、地域支援教

育を前年度より多くとることが出来ていた。 

教師  ・私立幼稚園としての本園の在り方は、広範囲の

Ｂ 

 

 

 

Ｂ 



 

 

 

 

 

６ 

＊預かり保育 

・本園の教育方針に従った保育を

行っていながらも、縦割り保育

のよさを生かし、家庭的な雰囲

気づくりに努めることができて

いるか。 

・手作りおやつを増やし、楽しいお

やつの時間を持てているか。 

地域から通園する保護者にとっては、見えにく

くなっているものと思われる。カトリック教会

所属の幼稚園としての存在価値を今後も高める

よう努力していく。 

    ・幼稚園ではできない体験をする機会が持てるよ

う、地域の方との交流を深め、地域に根差した

幼稚園になれるよう取り組んでいく。 

・地域の中には、園の周りから、小学校、支援等

各種関連機関も含まれることから、関連機関と

も密に連携し、色々な角度から子どもの成長を

見守り、育んでいけるようにしたい。 

・今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から、地域の奈良市女性防災クラブの方

が来園し、紙芝居を通して防災指導をしていた

だくことができなかった。自園で工夫をして防

災訓練を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

安全への配慮 

安全管理体制の整備 

・火災、自然災害に対する訓練、安

全指導などを繰り返し行い、と

っさの判断で教師と子どもが連

携して身を守れるようにしてい

く。 

・緊急時の対応手順について、全教

職員が共通の理解を持てるよう

取り組んでいるか。 

保護者 ・いろいろな想定で訓練していることを、家庭で

も話題にしている。危険を回避する行動を少し

ずつとれるようになってきた。 

    ・遊具を使った遊びで保育者の目が行き届いてな

いと感じる場面があった。 

教師  ・今後も緊急時のマニュアルについて、保護者に

その徹底をはかり、子どもの安全確保に更に努

めていきたい。 

    ・いざという時に備えをしっかりと行っていき、

全職員が共通意識をもって行動できるようにし

ていく。 

・時には、教職員には予告なしの訓練を実施する

ことで、どんな状況でも対応できる判断力を身

につけていく。 

・保護者や子どもたちに不安を覚えさせることの

ないように、十全の努力をしていく。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ｂ 

今後重点的に取り組むべき課題 

  教育内容に関して  

＊ カトリック教育、モンテッソーリ教育、縦割り保育の三本を軸とする保育の充実 

＊ 教諭のキャリアアップを図り、保育の質の向上 

＊ モンテッソーリ教育の園内研修の充実 一致した保育 格差の無い保育環境をつくっていく 

＊ コロナ禍での保育で改めて大切にすること 

＊ 生活カリキュラムの見直し 子どもにとって生活しやすいプログラム 

＊ 行事の見直し 

＊ 地域との連携、地域に密着した保育 


